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04

東北大学大学院国際文化研究科博士課程修了後、仙台市
博物館に勤務。専攻は日本中世史・近世史。「仙台市史」の資
料編・伊達政宗文書や特別編・慶長遣欧使節の編集、2017
年秋の特別展「伊達政宗-生誕450年記念」を担当。

問／仙台市博物館　☎022-225-3074

Profile
佐々木 徹さん
さ   さ   き　  とおる

［特 集］
伊達ものがたり2

03

前回は、すぐれた政治家、経営者だった伊達政宗について紹介しましたが、今回は仙台市博物館学芸員の
佐々木徹さんに手紙から読み解く政宗の人間像について伺いました。さまざまな手紙から、
戦国武将というイメージとは違う細やかな気配りと情愛を持つ父親であると同時に、
仙台藩の発展と安定のために心を砕いた名君の顔が見えます。

仙台市博物館学芸員スペシャル
インタビュー

最後の戦国武将といわれているけれど

家庭人、文化人として細やかな気遣 いの人だった伊達政宗

　政宗が生涯を通じて発給した文
もん

書
じょ

は、現在のところ約4500通確認
されています。そのうち原本が確認されているのは2200通。一番の
特徴は自筆の文書がとても多いことで、約1300通残っています。当時
の武将たちは、おそばにいる右

ゆう

筆
ひつ

（専任の書き役）に手紙を書かせ、自
分で書くのは花

か

押
おう

と名前だけ、ということが多かったのですが、政宗
は、花押と名前はもとより本文、日付、宛名まですべて自筆という文書
が多いのです。その中でも自筆の手紙が圧倒的に多くみられます。
　ちなみに、天下人といわれた３人の手紙を見てみましょう。織田信長
は約1400通のうち自筆は10通あるかないか（確実に自筆とされるのは
3~4通）。豊臣秀吉は約5000通のうち自筆は約120通。徳川家康は
約2700通のうち自筆は30通程度です。
　政宗は刀のみならず筆を執ることも大切にしていた“ 筆まめ武将 ”
でもあったのです。
　自筆が多い理由はいくつか考えられます。

　政宗はなんでも自分で決めて、指示を出すのも自分でないと気がす
まない性格であったろうといわれています。こうした性格的な側面に加
え、自筆のほうが手紙を送られた相手にも気持ちや意図がよく伝わり、
信頼関係が築けることも分かっていたのではないでしょうか。
　政宗は、戦国の世が終わって岩出山から仙台に拠点を移し、多くの
家臣を抱えながら、城づくり・町づくりを行い、領内の発展と安定に邁
進しなければならない時期に、自筆の手紙で政策的な指示を度々与え
ています。いわば、初代創業者として奮闘する中で自筆書状を多用して
いたのです。
　武家の世界のみならず、天皇家や公家など、多方面に交流がありま
したが、忙しくて自筆でないことを詫びた手紙や、息子の一人に「手紙
は自筆で書くように」と書いた手紙などが残っており、自筆にこだわっ
た藩主でした。

自筆の手紙が1300通も残っており、自筆にこだわる“筆まめ武将”だった

Q 伊達政宗は数多くの手紙を残しているということですが、どのくらいの数になるのですか？

　他家の大名・家臣や自らの家臣宛ての手紙が多いですが、家族に宛
てた手紙もよくみられます。政宗は正室愛

めご

姫
ひめ

との間に４人、側室６人と
の間に10人の子供をもうけました。十男四女の子だくさんでしたが、
一人一人に愛情を持って接していました。
　その中で、息子たちにはいろいろ気遣いながら「この時にはこういう

ことに気を付けたほうがよい」「こうしたことを心がけなさい」というアド
バイスを書き送っているのも特色。たとえば「将来のためにならないか
ら浪費は慎むように」「弟たちへの指導・助言をよろしく」「茶の湯や香
道、和歌などにもっと親しむように」「和歌を詠むときにはこういう言葉
に気をつけなさい」「お酒を飲み過ぎないように」などと実にこまごまと

次代を担う息子たちにはアドバイスを書き、娘たちには情愛のある手紙を書く

Q 他にどんな特徴がありますか？ 誰宛に書き送った手紙が多く残っているのでしょうか？

伊達政宗書状
伊達宗清宛
慶長18（1613）年 7月20日
仙台市博物館蔵
仙台にいた政宗が、病床に
あった三男宗清に宛てた自
筆の手紙。宗清の病状を
心配し、薬師を遣わすので
薬や灸で治療するようにと
書いている

伊達政宗書状
牟宇姫宛
寛永11(1634)年6月22日
仙台市博物館蔵
京都にいた政宗が、江戸か
ら京都までの道中の様子
や、京都に入ってからの様
子などを伝えた自筆の手
紙。娘を安心させようと
送ったものであろうか

葛
蒔
絵
文
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瑞
鳳
殿
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掘
資
料
）
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家庭人、文化人として細やかな気遣 いの人だった伊達政宗

　伊達家では政宗以前は骨肉の争いも多かったのです。1500年代前
半、政宗の曾祖父・稙

たね

宗
むね

と祖父・晴
はる

宗
むね

の親子の対立は、周辺の大名ら
をも巻き込んで南東北全体を戦乱に落とし入れました。祖父・晴宗と父・
輝
てる

宗
むね

も数年間の確執がありました。こうしたことから輝宗は「親子で
争うなどして家中が乱れると領内の統治や対外関係にも影響を与え
る」と考え、政宗に接していたのではないでしょうか。政宗も父の様子
から家族の関係をとくに大切にしたのではないかと思います。
　また、政宗は文化人として知られており、実に趣味は多彩。当時の
藩主の教養だった茶の湯、和歌、連歌、漢詩はもとより、狂歌、香道、
能などにも造詣が深く、鷹狩や川狩（魚捕り）、砲術などの趣味も嗜ん
でいました。しかしそれらは、単に趣味として嗜んでいただけではな
かったと思います。

　手紙から見ても、茶の湯や和歌などを通じて、江戸幕府の将軍や重
臣、京都の公家たちなどとも交流があることが分かります。鷹狩など
の獲物は将軍や大名たちへの贈り物としたりしました。
　政宗にとってオールマイティの趣味は楽しみでもあったと思います
が、人脈作りのアイテムだったともいえます。現代の経営者たちが趣味
のゴルフなどを通じて親しくなったり、パーティで交流したりして情報
交換の場にしているのと同じような意味合いがあるのでしょう。
　こうしてみると、家族を大切にしながら文化人として京や江戸とのパ
イプを持ち続けたことが、その後の約270年間続く仙台藩の基礎を築
くのに大いに役立ったと考えられます。会社の経営の安定とさらなる
発展に邁進している現代の経営者の方々にもヒントとなるのではない
でしょうか。

家族を大切にし、多彩な趣味は人脈作りにも役立て、仙台藩の礎を築く

Q 政宗の手紙を通じて、仙台経済同友会にメッセージがありましたらお聞かせください。

書いていたことが、これまでにも知られています。
　嫡男忠

ただ

宗
むね

（母は正室愛姫）には子供たちの中で最も多い84通の手
紙が確認されています。
　徳川家の養女を正室に迎え、次の藩主として重責を担う忠宗のこと
は何より気がかりだったに違いありません。もちろん、三男、四男たち
もいずれ地方の領主となり家臣を抱えて領内を切り盛りしていくわけ
ですから、忠宗ほどの数は残っていませんが、近況報告や心構えなど
をいろいろ書き送っています。息子たちにとっては少々うっとうしい父
親だったかもしれませんが（笑）、政宗としては将来を考えてどうしても
伝えなければならないと思っていたのでしょう。
　一方で、娘たちには本当に情愛深い父親でした。どの子供たちにも
たくさんの手紙を書いていたと思うのですが、角田領主石川宗

むね

敬
のり

に嫁
いだ牟

む

宇
う

姫
ひめ

（母は側室於
お

山
やま

の方）に書いた手紙は300通以上あったと

もいわれています。その中で内容が確認されているのは約50通。「今、
京都に向かっていますよ。旅の途中の様子はこんなでしたよ。江戸へ
向かう餞別として錦を送ってくれてありがとう。出

しゅっ

立
たつ

の前にお前に会え
ないのは大変残念だ」などと書いています。実に優しい父親ですし、日
常的な交流の様子もよく分かります。
　長女の五

い

郎
ろ

八
は

姫
ひめ

（母は正室愛姫）に宛てた手紙は、現在のところ２
通しか確認されていません。五郎八姫は徳川家との政略結婚で松平
忠
ただ

輝
てる

（家康六男）に嫁ぎましたが、忠輝が改易となったことから離縁と
なってしまいました。徳川家との縁がありながら、20代前半で夫と別
れなければならなかった娘のことは特に気にかけていたようです。別
の人への手紙の中で「ずっと江戸にいさせるのは不憫なので、五郎八
姫は仙台に下

げ

向
こう

させたい」と書いており、仙台に戻ってからは仙台城の
一角の西屋敷（西館）に住まわせました。

伊達政宗画像　狩野安信筆　仙台市博物館蔵
政宗の死後描かれたもので、政宗の遺言で両眼が描かれている。絵の左上の漢詩は政
宗が晩年に作ったもの。「少年時代は戦場で過ごしたが、平和になった今は白髪の年寄
りになった。残りの人生は天が与えてくれたもの。楽しまないではいられようか」という
意味。仙台藩の安泰を見届けた晩年の心境が分かる漢詩といえる

伊達輝宗画像　長谷川養辰筆　仙台市博物館蔵
伊達政宗の父輝宗（1544年～ 1585年）の肖像画。輝宗
は政宗が18歳の時に隠居したが、翌年二本松城主・畠山
義継との戦いで殺された

鉛筆（瑞鳳殿発掘資料）
仙台市博物館蔵

出土品をもとに復元した鉛筆
仙台市博物館蔵

特集・次ページへつづく
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［特 集］
伊達ものがたり2 政宗からそれぞれ愛情を注がれた十男四女の子供たち。残念ながら夭折、早世したりした子供も

少なくありませんが、歴史に名を残したり、領民に慕われた領主となったり、嫁ぎ先で平安に暮らしたり…
それぞれの道を歩んだ子供たちについて紹介します。

正室　愛姫 との子供たちは
めごひめ

長女・五郎八姫
い　ろ　は　ひめ

　文禄３年（1594）生まれ。男の子のような名前は、次は男子を授か
るようにという政宗の願いからつけられたものという説もある。
　13歳で徳川家康の六男松平忠輝と結婚し、忠輝とともに越後高
田藩（新潟県上越市）に移住。しかし、忠輝が改易を命じられたこと
で別れることに。江戸で母の愛姫と暮らした後に元和6年（1620）に
仙台に移住。68歳で亡くなった。

夫と別離後仙台へ移り住む

嫡男・忠宗
ただむね

　慶長4年（1600）生まれ。正室は徳川秀忠の養女で徳川家康の
孫娘の振姫。寛永13年（1636）政宗の死去に伴い、2代藩主となる。
政宗の後を継いで、藩の組織体制、法体制や経済基盤を整えた。
その業績から「守成の名君」と讃えられる。政宗の墓所・瑞鳳殿や
徳川家康を祀る東照宮のほか、愛宕神社など神社仏閣も造営。万
治元年（1658）に60歳で死去し墓所は瑞鳳殿の隣の感仙殿。

守成の名君＊と讃えられる2代藩主

5男・宗綱
むねつな

　慶長8年（1603）生まれ。栗原郡岩ケ崎３万石の領主となるが、元
和４年（1618）に享年16歳で早世。

16歳で早世した岩ケ崎領主

8男・竹松丸
たけまつまる

　わずか、7歳で元和元年（1615）に夭折。輪王寺に埋葬された
が、母愛姫は菩提を弔うために江厳寺（青葉区柏木3丁目）を建
立。父政宗も夭折を嘆く和歌を残している。

父、母も夭折を嘆く

側室　祥光院 との子供は
しょうこういん

4男・宗泰
むねやす

　慶長7年（1602）生まれ。玉造郡岩出山の領主となるが、主に江
戸で暮らした。寛永15年（1638）に享年37歳で没する。

岩出山伊達家の初代当主に

側室　荘厳院 との子供は
しょうごんいん

9男・宗実
むねざね

　慶長18年（1613）生まれ。亘理郡亘理領主伊達成実の養子とな
り2代当主となる。嫡男宗成が3代当主となる。53歳で死去。

亘理伊達家の2代当主となる

側室　本寿院 との子供は
ほんじゅいん

4女・千菊姫
せんぎくひめ

　寛永３年（1626）生まれ。10歳で京極高国の正室となる。高国は
この時20歳。4男2女に恵まれたものの30歳で病没。

10歳で丹後宮津の京極家に嫁ぐ

側室　法性院 との子供たちは
ほうしょういん

3女・岑姫
みねひめ

　元和2年（1616）生まれ。12歳で遠田郡涌谷領主伊達宗実の正
室となった。子供が授からないまま20歳で亡くなり、夫も4年後死去。

涌谷領主正室となるも20歳で亡くなる

10男・宗勝
むねかつ

　元和7年（1621）生まれで、政宗晩年の子として可愛がられた手
紙が残っている。別名伊達兵部として名高く、一関藩主となったが
伊達騒動（寛文事件）の中心人物として知られる。騒動で処分され
一関藩は改易となる。その後土佐藩にあずけられて58歳で没。

伊達騒動（寛文事件）の中心人物

＊守成の名君…創業者の後を受け継いでその事業を確固たるものにするという意味

側室　新造方 との子供たちは
しんぞうのかた

長男・秀宗
ひでむね

　天正19年（1591）生まれ。豊臣秀
吉、次いで徳川家康の人質として仕
えた。正室は家康の重臣・井伊直政
の娘亀。慶長19年（1615）の大坂冬の
陣に父政宗と共に出陣し、その功によ
り、初代伊予宇和島藩主となった。政
宗は10万石の藩主となった秀宗に自
分の家臣を伴わせ、浪費を戒める手
紙を送るなどいろいろと気にかけた。
万治元年（1658）に68歳で没した。

10万石の宇和島藩の初代藩主に

3男・宗清
むねきよ

　慶長５年（1600）生まれ。母は4歳の時に亡くなり、豪族飯坂氏の
養嗣子となった。黒川郡３万8千石の吉岡領主となり、養母飯坂の
局と共に移り住んだ。子に恵まれないまま享年35歳で死去。

養母に育てられ吉岡領主となる

宇
和
島
城

側室　於山の方 との子供たちは
お  やま

6男・宗信
むねのぶ

　慶長8年（1603）生まれ。栗原郡岩ケ崎領主となった宗綱が早世
したため、その跡を継いで岩ケ崎領主となった。しかし、宗信も25歳
で没し跡継ぎがいない岩ケ崎の居館は廃絶となった。

岩ケ崎領主となるが若くして没する

7男・宗高
むねたか

　慶長12年（1607）生まれ。柴田郡村田を領有した。蔵王の刈田岳
の噴火を祈祷師と共に鎮めたといわれており、刈田岳山頂には
「宗高公命願の碑」がある。噴火を鎮めた領主として慕われたが、
天然痘で20歳で亡くなった。宗高については村田町歴史みらい館
で紹介している。

刈田岳噴火を鎮めた領主として慕われる

む　う　ひめ

2女・牟宇姫
　慶長13年（1608）生まれ。12歳で伊具郡角田の石川家に嫁ぐ。３
男２女を授かり、政宗亡き後は母於山の方を角田に住まわせた。享
年76歳。角田市郷土資料館の企画展「雛人形」では、輿入れの際
に持参したと伝えられている雛人形等も展示される。

子供にも恵まれ、穏やかな一生を送る

（写真提供：角田市郷土資料館）

角田市郷土資料館
企画展「雛人形」
２月１７日（土）～３月１８日（日）
開館時間：9～16時３０分
入館料：大人３００円
　　　 高校生２５０円
　　　 中学生以下無料

雛
人
形

◀女雛は高さ４５㎝もあリ、伊達家
家紋入り雛用お膳などもセットに
なった豪華な雛飾りは必見!

▲国重要文化財の天守

しげざ ね

政宗の子供たち その後
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［特 集］
伊達ものがたり2 政宗からそれぞれ愛情を注がれた十男四女の子供たち。残念ながら夭折、早世したりした子供も

少なくありませんが、歴史に名を残したり、領民に慕われた領主となったり、嫁ぎ先で平安に暮らしたり…
それぞれの道を歩んだ子供たちについて紹介します。

正室　愛姫 との子供たちは
めごひめ

長女・五郎八姫
い　ろ　は　ひめ

　文禄３年（1594）生まれ。男の子のような名前は、次は男子を授か
るようにという政宗の願いからつけられたものという説もある。
　13歳で徳川家康の六男松平忠輝と結婚し、忠輝とともに越後高
田藩（新潟県上越市）に移住。しかし、忠輝が改易を命じられたこと
で別れることに。江戸で母の愛姫と暮らした後に元和6年（1620）に
仙台に移住。68歳で亡くなった。

夫と別離後仙台へ移り住む

嫡男・忠宗
ただむね

　慶長4年（1600）生まれ。正室は徳川秀忠の養女で徳川家康の
孫娘の振姫。寛永13年（1636）政宗の死去に伴い、2代藩主となる。
政宗の後を継いで、藩の組織体制、法体制や経済基盤を整えた。
その業績から「守成の名君」と讃えられる。政宗の墓所・瑞鳳殿や
徳川家康を祀る東照宮のほか、愛宕神社など神社仏閣も造営。万
治元年（1658）に60歳で死去し墓所は瑞鳳殿の隣の感仙殿。

守成の名君＊と讃えられる2代藩主

5男・宗綱
むねつな

　慶長8年（1603）生まれ。栗原郡岩ケ崎３万石の領主となるが、元
和４年（1618）に享年16歳で早世。

16歳で早世した岩ケ崎領主

8男・竹松丸
たけまつまる

　わずか、7歳で元和元年（1615）に夭折。輪王寺に埋葬された
が、母愛姫は菩提を弔うために江厳寺（青葉区柏木3丁目）を建
立。父政宗も夭折を嘆く和歌を残している。

父、母も夭折を嘆く

側室　祥光院 との子供は
しょうこういん

4男・宗泰
むねやす

　慶長7年（1602）生まれ。玉造郡岩出山の領主となるが、主に江
戸で暮らした。寛永15年（1638）に享年37歳で没する。

岩出山伊達家の初代当主に

側室　荘厳院 との子供は
しょうごんいん

9男・宗実
むねざね

　慶長18年（1613）生まれ。亘理郡亘理領主伊達成実の養子とな
り2代当主となる。嫡男宗成が3代当主となる。53歳で死去。

亘理伊達家の2代当主となる

側室　本寿院 との子供は
ほんじゅいん

4女・千菊姫
せんぎくひめ

　寛永３年（1626）生まれ。10歳で京極高国の正室となる。高国は
この時20歳。4男2女に恵まれたものの30歳で病没。

10歳で丹後宮津の京極家に嫁ぐ

側室　法性院 との子供たちは
ほうしょういん

3女・岑姫
みねひめ

　元和2年（1616）生まれ。12歳で遠田郡涌谷領主伊達宗実の正
室となった。子供が授からないまま20歳で亡くなり、夫も4年後死去。

涌谷領主正室となるも20歳で亡くなる

10男・宗勝
むねかつ

　元和7年（1621）生まれで、政宗晩年の子として可愛がられた手
紙が残っている。別名伊達兵部として名高く、一関藩主となったが
伊達騒動（寛文事件）の中心人物として知られる。騒動で処分され
一関藩は改易となる。その後土佐藩にあずけられて58歳で没。

伊達騒動（寛文事件）の中心人物

＊守成の名君…創業者の後を受け継いでその事業を確固たるものにするという意味

側室　新造方 との子供たちは
しんぞうのかた

長男・秀宗
ひでむね

　天正19年（1591）生まれ。豊臣秀
吉、次いで徳川家康の人質として仕
えた。正室は家康の重臣・井伊直政
の娘亀。慶長19年（1615）の大坂冬の
陣に父政宗と共に出陣し、その功によ
り、初代伊予宇和島藩主となった。政
宗は10万石の藩主となった秀宗に自
分の家臣を伴わせ、浪費を戒める手
紙を送るなどいろいろと気にかけた。
万治元年（1658）に68歳で没した。

10万石の宇和島藩の初代藩主に

3男・宗清
むねきよ

　慶長５年（1600）生まれ。母は4歳の時に亡くなり、豪族飯坂氏の
養嗣子となった。黒川郡３万8千石の吉岡領主となり、養母飯坂の
局と共に移り住んだ。子に恵まれないまま享年35歳で死去。

養母に育てられ吉岡領主となる

宇
和
島
城

側室　於山の方 との子供たちは
お  やま

6男・宗信
むねのぶ

　慶長8年（1603）生まれ。栗原郡岩ケ崎領主となった宗綱が早世
したため、その跡を継いで岩ケ崎領主となった。しかし、宗信も25歳
で没し跡継ぎがいない岩ケ崎の居館は廃絶となった。

岩ケ崎領主となるが若くして没する

7男・宗高
むねたか

　慶長12年（1607）生まれ。柴田郡村田を領有した。蔵王の刈田岳
の噴火を祈祷師と共に鎮めたといわれており、刈田岳山頂には
「宗高公命願の碑」がある。噴火を鎮めた領主として慕われたが、
天然痘で20歳で亡くなった。宗高については村田町歴史みらい館
で紹介している。

刈田岳噴火を鎮めた領主として慕われる

む　う　ひめ

2女・牟宇姫
　慶長13年（1608）生まれ。12歳で伊具郡角田の石川家に嫁ぐ。３
男２女を授かり、政宗亡き後は母於山の方を角田に住まわせた。享
年76歳。角田市郷土資料館の企画展「雛人形」では、輿入れの際
に持参したと伝えられている雛人形等も展示される。

子供にも恵まれ、穏やかな一生を送る

（写真提供：角田市郷土資料館）

角田市郷土資料館
企画展「雛人形」
２月１７日（土）～３月１８日（日）
開館時間：9～16時３０分
入館料：大人３００円
　　　 高校生２５０円
　　　 中学生以下無料

雛
人
形

◀女雛は高さ４５㎝もあリ、伊達家
家紋入り雛用お膳などもセットに
なった豪華な雛飾りは必見!

▲国重要文化財の天守

しげざ ね
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